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よつ葉福祉会からのＳＳＴカリキュラムの提供と実践

教育（貴志川中学校）と福祉（よつ葉福祉会）の
具体的な連携の取り組み
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令和６年11月10日（日）。よつ葉まつりを開催致しました。
天候にも恵まれ、快晴の中、多くの方々に足を運んでい
ただくことができました。
「久しぶりに参加する事ができて嬉しかった」「初めての
参加でしたが、楽しかったです」「久しぶりに会えた人が

いて、元気そうで
良かったです」「ま
た参加したいです」
など多くの感想を
いただきました。
コロナ禍により、

やむを得ず中止してお
りましたが、６年ぶりの
開催とあって、よつ葉
まつりを通して～ＳＡＩＫＡＩ～
できたことで、以前のよつ葉まつりのような活気を感じら
れました。利用者並びにご家族、地域の皆さまをはじめ、
各関係機関の方々など、これまで携わっていただいた全
ての方々に厚く御礼申し上げます。
令和 7 年度は、法人設立 20 周年です。20 周年にふさ
わしく利用者、保護者、地域の皆さまに還元できる取り
組みを行っていきます。

【よつ葉まつり～SAIKAI～】開催報告！

2つの資格が同時に取れる
「離転職者等職業訓練介護初級科 1」を開講！！
介護人材育成により福祉向上に繋がることを目的に、各
種研修の講習会を実施しています。この訓練は、和歌山
県から委託された離転職等職業訓練で介護職員として介
護関連職等に就職を目指し、公共職業安定所長から受講
あっせんを受けることができる方を対象に募集しています。
■募集期間：令和 7年 4月 28日～ 5月 19日
■訓練期間：令和 7年 6月 19日～ 9月 18日（土日祝：休み）
※受講料は無料ですが、テキスト代・訓練総合保険料等
　13,000 円程が必要です

研修内容は、基本的な介護業務を身に付ける介護職員初
任者研修課程と障害者の方の外出移動時に支援ができる
同行援護従業者養成研修一般課程の講習の他、介護技
術の基礎・応用、社会人基礎講習等を学びます。修了す
れば介護職員初任者研修課程と同行援護従業者養成研
修一般課程の 2つの資格を取得することができます。
詳しくは、ケアスクールひと葉までお問い合わせください。

☎ 0736‐22‐ 1730

ケアスクールひと葉

令和 6 年 11 月 29 日
（金）・30 日（土）・12
月 1 日（日）の 3 日間、
打田障害学習センター
（紀の川市）で「広がれアー

トプロジェクト2024」が行われました。
毎年 12 月の障害者週間に合わせて実施されます。福祉
事業所で働く方や施設入所している方から、児童発達支
援や放課後等デイサービス等に通う児童まで幅広い世代

の方々の作品が展示されました。
らぼとび～の利用者さんも、活動で制作した季節物のぬ
り絵や色紙を使ってのはり絵などの作品を出展しました。
今回初めて参加し
ましたが、他法人
の参加も多く、どれ
も個性豊かで素敵
がいっぱい詰まった
アート展でした。

らぼとび～

令和７年２月２８日（金）和歌山県精神保健福祉
センター主催講演会にマチフル職員が参加しま
した。
マチフルの利用者の 1 人にある特性が講演テー
マであったため、利用者さん自身の思いに共感
し、本人に合った支援ができることを目的に受
講しました。
「本人が向き合っている状況を受容し共有したう
えで、本人の気持ちが前向きになるような関わ
りを焦らずに時間をかけて行なっていくことが必
要だと感じた」「本人にとっての自分の思いを伝
えて受け入れる人が大切になってくることを学び
ました」「今までは依存症の方々への対策は『相
談・治療』というイメージでしたが、実際は本
人のバックグラウンドや障害の有無、タイプによ
りアプローチの仕方が違うことがよく理解でき
た」など、受講した職員からは前向きな感想が
伺えました。これからも利用者一人ひとりに合っ
た質の高いサービス提供を目指していきます。

マチフル

みんなの機会が平等で成熟した社会へ
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第 12回 よつ葉まつり



令
和
6
年
3
月
、
紀
の
川
市
教
育
員
会
か
ら

受
託
し
た「
瞳
き
ら
め
く
学
校
推
進
事
業
」の

一
環
と
し
て
、貴
志
川
中
学
校
か
ら
よ
つ
葉
福

祉
会
と
連
携
し
て
総
合
的
な
学
習
の
時
間

（
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
生
き
方
教
育
）に「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
の
授
業
を
提
供
し
て
ほ
し

い
と
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

依
頼
い
た
だ
い
た
背
景

　

  

現
在
の
学
校
教
育
現
場
で
は
、
令
和
２
年

か
ら
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
社
会
の
概
念
や

仕
組
み
が
大
き
く
変
化
し
、
次
の
よ
う
な
課

題
を
抱
え
る
生
徒
が
数
多
く
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

  

令
和
５
年
４
月
１
日
こ
ど
も
家
庭
庁
が

設
置
さ
れ
、
国
レ
ベル
で
教
育
と
福
祉
が
連
携

を
行
う
こ
と
と
な
り
、今
後
は
、行
政
も
含
め

組
織
的
に
教
育
と
福
祉
と
の
連
携
を
模
索
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。貴
志
川
中
学
校
と

し
て
は
、「
瞳
き
ら
め
く
学
校
推
進
事
業
」
を

通
じ
て
、教
育
と
福
祉
の
連
携
の
先
駆
け
と
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
つ
葉
福
祉
会
か
ら
の
ア
ン
サ
ー

私
た
ち
福
祉
側
は
、大
人
に
な
っ
て
か
ら
福
祉

に
つ
な
が
る
方
の
傾
向
と
し
て
、次
の
よ
う
な

方
々
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。。

①
問
題
解
決
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
身
に
つ
い
て
お
ら
ず
、
ヘ
ル
プ
が
出

せ
な
い

②
自
己
理
解
が
低
く
自
分
の
得
意
・
苦
手
を

理
解
し
て
い
な
い

↓
特
に
苦
手
な
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
て
も
そ
の

対
策（
コ
ー
ピ
ン
グ
ス
キ
ル
）が
身
に
つ
い
て
い
な
い

③
成
人
に
求
め
ら
れ
る
生
活
ス
キ
ル
が
身
に
つ

い
て
い
な
い

④
所
属
感
が
低
く
、
そ
の
場
の
ル
ー
ル
を
守
る

意
識
が
弱
い

⑤
自
己
効
力
感
が
低
い

↓
自
己
肯
定
感
だ
け
高
く
て
自
己
効
力
感
が

低
い
た
め
自
分
を
変
え
ら
れ
な
い

こ
の
①
か
ら
⑤
に
課
題
の
あ
る
方
々
が
社
会

適
応
し
て
い
く
た
め
に
多
く
の
時
間
を
要
し

ま
す
。そ
の
た
め
「
大
人
に
な
っ
て
社
会
不
適

応
を
起
こ
す
こ
と
が
少
な
く
な
る
よ
う
に
、

柔
軟
な
考
え
が
で
き
る
学
童
期
の
頃
に
、
何

ら
か
の
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
」と
考
え
て

い
た
た
め
、学
校
か
ら
の
提
案
を
す
ぐ
承
諾
！

前
向
き
に
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
と
実
践

今
回
の
貴
志
川
中
学
校
と
よ
つ
葉
福
祉
会
と

の
共
同
研
究
は
、学
校
現
場
と
福
祉
現
場
に
お

け
る
共
通
の
改
題
解
決
に
向
け
、
両
者
が
連

携
協
力
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
模
索
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

Ｓ
Ｓ
Ｔ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
と
実
践

●
１
学
年
あ
た
り
４
時
間
の
Ｓ
Ｓ
Ｔ
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
よ
つ
葉
福
祉
会
が
中
心
に
作

成
し
出
前
授
業
を
行
う
。

●
自
閉
・
情
緒
学
級
は
自
立
活
動
の
一
環
と

し
て
、年
間
６
回
の
授
業
を
実
施
す
る

こ
れ
ら
の
授
業
を
実
施
す
る
た
め
、
事
前
に

学
校
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
生
徒
の
現
状

や
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
授
業
内
容
の
検
討

を
行
い
ま
し
た
。そ
し
て
、
１
年
生
は
「
自
分

を
み
つ
め
る
！
」、２
年
生
は「
自
分
の
周
囲
に

目
を
向
け
て
！
」、
３
年
生
は
「
対
人
関
係
と

自
立
に
向
け
て
！
」と
各
学
年
に
テ
ー
マ
設
定

し
、合
計 

30 

時
間
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

1
年
生
の
授
業
で
の
取
り
組
み

中
学
生
が
困
っ
て
い
る
こ
と
や
気
に
な
っ
て
い

る
こ
と
は
、
人
間
関
係
・
友
達
関
係
の
悩
み
、

学
習
成
績
に
つ
い
て
が
多
く
、
1
年
生
で
は
、

嫌
な
で
き
ご
と
が
あ
っ
た
時
、気
に
な
る
こ
と

が
あ
っ
た
時
に
少
し
で
も
楽
な
気
持
ち
で
過

ご
す
た
め
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

わ
ざ
と
避
け
る
と
後
に
な
っ
て
相
手
が
気
に

な
り
も
っ
と
落
ち
込
ん
だ
り
、落
ち
込
ん
だ
気

持
ち
が
60
％
が
80
％
に
増
え
た
り
し
ま
す
。で

は
、ど
う
し
た
ら
悩
み
ご
と
が
減
っ
て
楽
に
な

る
か
と
い
う
と
、
こ
の
思
考
パ
タ
ー
ン
を
増
や

す
と
良
い
で
す
。

考
え
方
を
変
え
れ
ば
、
気
持
ち
も
行
動
も
変

わ
り
ま
す
！

2
年
生
の
授
業
で
の
取
り
組
み

1
年
生
の
楽
に
な
る
考
え
方
に
加
え
、
ど
う

し
て
も
解
決
で
き
な
い
時
、
困
っ
た
時
に
、
人

に
助
け
を
求
め
る
こ
と
は
、大
人
も
し
て
い
る

こ
と
。会
社
で
、
困
っ
た
時
に
は
上
司
に
相
談

し
解
決
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
社
会
で
生
活

し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
、
助
け
を
求
め
る
人
が
身
近
に
い
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、楽
に
な
る
考
え
方
を
し
て
も
、不
安
や

イ
ラ
イ
ラ
で
し
ん
ど
い
時
に
は
、
自
分
の
好
き

な
こ
と
元
気
に
な
る
こ
と
を
し
な
が
ら
気
に

な
る
こ
と
を
考
え
る
時
間
を
減
ら
す
大
切
さ

を
確
認
し
ま
し
た
。

3
年
生
の
授
業
で
の
取
り
組
み

自
分
も
相
手
も
大
切
に
し
た
自
己
表
現
を
身

に
付
け
て
い
く
た
め
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
ゲ
ー
ム

を
通
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

【
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
】

① 

自
分
の
意
見
を
大
切
に

② 

他
人
の
意
見
も
大
切
に

③ 

納
得
し
た
ら
意
見
を
変
え
る

④ 

意
見
を
変
え
た
ら
相
手
に
伝
え
る
こ
と

ま
た
、高
校
卒
業
を
見
据
え
、自
立
を
テ
ー
マ

に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。自
立
に

は
、4
つ
の
側
面
が
あ
る
こ
と
。ま
た
、生
活
に

必
要
な
事
柄
を
知
り
体
験
し
て
い
く
こ
と
を

伝
え
ま
し
た
。

支
援
学
級
の
授
業
で
は
、こ
の
1
年
生
か
ら
3

年
生
で
行
っ
た
す
べ
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
個

別
化
し
、
よ
り
理
解
が
深
ま
る
よ
う
に
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
を
変
更
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

ケ
ー
ス
会
議
で
は
福
祉
的
な

観
点
か
ら
意
見
を
述
べ
ま
し
た

貴
志
川
中
学
校
か
ら
は
今
回
の
連
携
を
通

じ
、
次
の
よ
う
な
成
果
が
期
待
で
き
る
と
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
換
に
対
応
し
、よ

り
長
期
的
・
多
面
的
な
支
援
の
実
現

●
家
庭
環
境
の
変
化
に
よ
り
、課
題
を
抱
え
た
生
徒

へ
の
対
応

●
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
学
校
へ
安
心
し
て
通
う

こ
と
の
で
き
な
い
生
徒
へ
の
対
応

●
学
校
を
取
り
巻
く
地
域
の
変
化（
地
域
教
育
力
の

低
下
）へ
の
対
応

●
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
集
団
の
育
成

●
複
雑
か
つ
深
刻
化
し
た
子
ど
も
及
び
家
庭
の
課

題
に
寄
り
添
い
、伴
走
で
き
る
教
員
の
育
成

●
子
ど
も
が
抱
え
て
い
る
課
題
に
気
づ
き
、そ
の
解

決
に
向
け
て
意
欲
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
教

員
の
育
成

●
子
ど
も
た
ち
の
心
の
調
整
力
を
高
め
、そ
の
行
動

を
よ
り
良
い
方
向
に
向
か
う
よ
う
支
援
を
行
う

●
教
員
が
生
徒
に
対
し
て「
見
方
」の
幅
を
広
げ
、多

面
的
・
多
角
的
な
見
立
て
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

実
際
に
学
校
へ
足
を
運
び
、授
業
を
一
緒
に
取

り
組
む
こ
と
で
教
育
現
場
の
状
況
を
知
り
、顔

の
見
え
る
関
係
を
築
け
た
こ
と
で
、
目
的
を

共
有
し
た
良
い
連
携
が
で
き
ま
し
た
。

Feature

貴志川中学校（紀の川市）と紀の川市教育委員会から受託した「瞳きらめく学校推進事業」の実践についてご紹介します。

福祉の支援は範囲が広
く、個別のニーズに対応していくことが
できること、社会生活に必要なスキルの
獲得、今後の生活を一緒に考えていくこ
となどがあります。今回の取り組みを通
じ、お互いに連絡を取り合い、実際に行
動を起こしていくことで、福祉でできる
支援内容を教育現場に提供し一緒に取
り組むことができ、教育機関とこどもを
中心にした連携が行えると感じました。

1
● ＳＯＳを適切に出すことが苦手な子ども
● 自分の思いや感情を言葉化して他人に
　 伝えることが苦手な子ども

● 周囲に無条件で信頼のできる大人（本来は保護者）が
　 いない子ども
● 保護者や家族に心配をかけたくないとの想いから、家族に
　 つらいことや不安を相談することが苦手な子ども
● 学校・家庭・地域にも居場所を
　 見つけることが苦手な子ども
● スマートフォンの長時間利用により
　 依存症が疑われる子ども

2

【結果】 友 達 関 係 が 悪 循 環  　 　

（思考） （気持ち） （行動）

「人間関係」の理由 教育             と福祉             の
具体的な連携の取り組み

貴志川中学校 よつ葉福祉会

\よつ葉福祉会からのＳＳＴカリキュラムの提供と実践/

例えば…

＼最後に／

中学生の悩みごと上位

① あいつ無視しやがったな むかつく ８０％ 無視をやり返す
② 俺のこと嫌いなんかな 落ち込む ６０％ その人を避けようとする
③ 僕、何か悪いことして 不　安 ７０％ もう関わらないようにする 　しまったのかな

……
……

……

……
……

……

【例】あいさつしたけど返事がない

あいさつをしたが
返事がなかった

どんな気持ち？
① 少し悲しい
② 少しつらい
③ しゃーない

　　 他に思いつくことは？
　　 他の人の意見
① 何か考え事をしていたのかな
② 声が聞こえなかったのかな
③ 自分にあいさつされたと思わ
　 なかったのかな

① また次に出会った時にあいさつしてみよう
② もう少し大きな声をだそう
③ ○○さんと先に言ってからあいさつしよう

出来事

感  情

行  動

思  考

地域の中学校と共同研究を行い、授業等を行いました
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地域連携推進会議の開催準備の流れ

令和6年度報酬改定の説明

令和6年度事業計画の重点項目に
「地域連携推進会議」を掲げる
地域連携推進会議についての
勉強会の実施

全員からの参加承諾書の
受理をもって構成員を確定

4月

4月

6月

法人
の
コト

令和 6 年度報酬改定により、グループホーム・入所施設の居住系サービスに対し、
利用者・家族・地域の代表者や有識者・市町村担当者等で構成する
「地域連携推進会議」の開催が義務付けられました（令和 7 年度から義務化）。
これを受け、マチフルではいち早く令和 6 年 9月に会議を開催しました。

マチフルで地域連携推進会議を開催
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1
「地域との連携等」が新設された背景（制度の狙い）

令和7年度の義務化に先駆け令和6年度中の開催を宣言

手引きを基に理解を深める

開催場所の確保

開催日、開始・終了時間の調整

7月

9月

7月

3
地元公民館の空き状況を確認

構成員候補者のスケジュールを確認し、開催日時を9/28に決定

会議議題の検討

当日スケジュールの検討

8～9月

8～9月

報告資料の作成 9月

事業所側からの出席者の役割分担を確認

5

会議 9：30～ 11：00　訪問 11：00～ 12：00に決定

地域連携推進会議への参画の依頼文を送付

参加承諾書を徴取

8月

8～9月

4

利用者2人、利用者家族2人、地域の関係者2人、福祉に知見の
ある人1人、市町村の障害福祉担当者等3人　計 10人に決定

利用者の家族等への説明・依頼

地域の関係者への説明・依頼

市町村の障害福祉担当者等への
説明・依頼

5月

6～7月

7～8月

7月

7月

2
家族会で説明

「利用者の家族等の代表者」選定についての意向確認

希望者の中から家族代表を選定

新旧地区長さんへ趣旨説明と依頼を行う → 出席の承諾を得る

福祉・経営に知見のある人への説明・依頼 7月 法人の第三者委員へ打診を行う → 出席の承諾を得る

町の社会福祉協議会へ趣旨説明と依頼を行う → 出席の承諾を得る

7月 町の福祉課へ趣旨説明と依頼を行う → 出席の承諾を得る

事業所内での職員への周知

開 催 日 時 の 決 定

開 催 準 備

構 成 員 の 決 定

構成員候補者の選定及び候補者への説明・依頼
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福祉資源
知っておきたい
新しい福祉の法律や資源について、
わかりやすくお伝えします。

限られた期間では本人の行
動が特性によるもの（個人因子）なのか、
環境（環境因子）によるものなのかを見
極めるための比較場面の設定や、因子
を見分けるスキルが求められる。

どのような配慮があれば本人が最大限の力を発揮して働くことができる
か、環境因子の視点が必要。個人因子だけに着目すると、配慮があれば働く力が
ある方に対しても、「今の状態では就職を目指すのは難しい」と評価される。それ
は適切なサービスにつながらず、就労選択支援事業の目的から外れてしまう可能性
がある。支援者は、個人因子だけでなく環境因子にも着目するスキルが必要である。

1人の支援者による評価は、価値観がどうしても入るため、複数の支援者や他機関の多角的な評価が必要になる。

【概　要】
● 対象：20 代男性・就労移行事業利用者 1名
● 期間：2週間
● 方法：就労支援のためのアセスメントシートを使用
               （※障害者職業総合センターの様式を参照）

● 利用者は、すでに一般就労に必要な就労マナーを身につけ
ており、仕事内容によって作業速度や仕上がりに差はあるも
のの、慣れてくると作業速度があがったり、作業態度や指示
の理解力も高かったため、一般就労をする力は十分にあった。

● ストレスに対する自覚症状が低く、ストレスに気づきにくい
● 本人がストレスを感じている時の身体症状やその他のサイン
に気づいておらず、ストレスへの対処法が確立できていない

● 本人は相談が有益であると感じていない
● 相談して状況を改善した経験や気持ちが楽になったという実
感がなく、困った時に人に助けを求める行動回数が少ない

● 長期での就労には個人因子へのアプローチとして本人に支援
を求めるタイミングを伝えつつ、支援者側から定期的に本人
に声掛けなどの働きかけを行う環境因子を整えることが必要

【内　容】
❶ 就労移行職員 1名が就労選択支援員（仮称）として、
アセスメントシートの作成

❷ アセスメントシートには「推奨項目」「選択項目」の
2種類があるが、今回はすべての項目を実施

❸ 事業所の様子（作業面等）は、他の就労移行職員にも依頼し、
都度情報共有

❹ 本人面談を行い、希望する働き方や活動内で確認
できなかった分野の聞き取り、各項目に対する本人の
自己評価と支援者側の評価を比較し、双方で内容を確認

❺ 就労選択支援員が作成したアセスメントシートを基に、
事業所内でケース会議を実施し、多角的視点で評価

の

就労アセスメント実践報告  ー就労選択支援事業に向けてー

● 就労選択支援の支給決定は原則 1 カ月だが、アセスメント期間はその内の 2
週間で、土日を除くと実質 10 日間しかなかった。就労移行の業務も並行する
ため、多様な領域のアセスメントをするにはスケジュール調整が難しかった。

● 他の就労移行職員と利用者の情報共有を図ったが、さらに詳しく情報を収集す
る場面設定などで職員同士の意思疎通や目的共有が上手くいかなかった。

● 7～ 8 時間の作業体力があるかを記入する項目では、私たちの事業所は 1 日
4時間の作業時間であるため確認できなかった。

● 自己評価と支援者評価の確認では、今回の対象者は双方の評価に差異があ

まりなく、スムーズに遂行できた。今後、客観的視点が低い利用者の場合は、
難航することが容易に想像できた。評価には信頼関係が重要であるが、短期
間で関係を構築できない利用者もいると考えられる。

● 本人の行動が個人因子によるものか、環境因子によるものかの確認のため
場面設定をして要因を探る作業ができておらず、評価の精度として高くな
かった。

● 今回の対象者は過去に就労経験があるため社会マナーや作業能力が高く、評
価をしやすい項目が多かったが、社会経験が少なければ難しいと想定された。

令和7年度10月から始まる「就労選択支援」。橋本・伊都地域では、自立支援協議会就労支援部会で
協議しています。特に圏域内の就労移行支援事業所と障害者就業・生活支援センターを中心に、
障害のある方が就労する時、どんな資源が不足しているのか、どんな役割が必要かなど、
就労選択支援に求められることを話し合っています。

まとめ

模擬実践の振り返り

田中 眞子さん

所属：ソプラス 【就労支援員】

職員紹介

    入社のきっかけは？
A. よつ葉福祉会が実施する「介護職員初任者研修課程」
を修了し、入社しました。受講のきっかけはハローワーク
で介護職員初任者研修の案内を見付け、障害者の特性の
授業もあることや、支援学校の生徒たちが卒業後に作業
所へ行くことを知ったことです。

    以前の職業は？
A.支援学校の産前介助職員です。産休中の先生に代わり、
小中高等部の各教室でダンスやマラソン、授業の準備や
給食の配膳などを通して生徒たちと触れ合いました。ただ、
経理事務を長年してきた私には初めての経験ばかりで、

難しい場面もたくさんありました。

    抱負をお願いします
A. 慣れない仕事ですが、利用者さんが挑戦する姿を間近
で見られるのはやりがいがあります。初めての経験を利用
者さんと一緒に学び、楽
しみ、喜びを分け合える
ように。利用者さんに安
心感と心強さを感じても
らえる支援者を目指して
頑張ります。

Q

Q

Q

それぞれの働き方で、
日々元気に業務に取り組む職員を紹介！！

    入社のきっかけは？
A.よつ葉福祉会が実施する「介護職員初任者研修」を受
講したこと。実習で関わり方を工夫し、私が見本となって
利用者さん自身に作業をしてもらうような支援方法をする
と、利用者さんが笑顔で作業してくれました。それがうれ
しく、支援したいと思いました。
また、就職前、ホームページで「自立に近づけ、未来に
つなげる」というスローガンを見つけたことも理由の一つ
です。私のこどもにも特性があり、生活の中での対応に
悩むため、ヒントが得られればと思いました。

    仕事のやりがいは？
A. 自分のスキルが向上することで利用者さんが笑顔に
なったり、楽しく生活できたりしていると感じること。

    働き出して良かったことは？
A. 私の子どもに対するしつけでも、やり方がわからず「し
なさい」とだけ言っていたのが、選択肢を与えるようになっ

たので自分から取り組んでくれることが増えました。仕事
の中で「行動の意味」を考えるようになり、子どもを怒る
機会が少なくなり自分を責めることも減りました。

    よつ葉福祉会で働いた感想は？
A. 小さな子どもがいますが行事や病気などの時は周囲が
自分の仕事を代わってくれる働きやすい職場です。同僚に
質問したらすぐに答えてくれたり、自分の体調がすぐれない
時には周りの職員が声をかけてくれるので温かさを感じる。

    抱負をお願いします
A. 介護福祉士の資格を
取得し、利用者さんや職
員さんから「楠田がいた
ら安心できる」と言われ
る存在になりたいです。

Q

Q

Q

Q

Q

MOTOKO TANAKA

楠田 みゆきさん
所属：てんとう虫
生活介護【生活支援員】

MIYUKI KUSUDA

・事務所内での作業支援や
　施設外就労を担当
・施設外就労先の企業との調整や
　職場実習の支援をしている

・趣味：太刀魚釣り＝
　ウキをみるだけでホッと一息
・好きな映画：
　「ショーシャンクの空に」
　「トップガン」など

就労選択支援を進める中で、実際に就労移行支援事業所において模擬的に行うと事業のイメージが持ちやすいので
はとの意見がありました。そこで、自立・就労支援の拠点である「ソプラス」で模擬実践を行いました。

ソプラスでは令和 7年 10月から、就労選択支援事業を実施します。今回の実践を踏まえて、障害のある方が自分に合った
働き方を主体的に選択できるようにアセスメントを行います。本人が、自分の就労能力や適性・環境を調整しながら、

本人が希望した就職ができるように支援していければと考えています。

就労選択支援事業実施に向け、必要なこと

今回わかったこと  良かった点

今回わかったこと  課　題

ソプラスが行った模擬実践
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